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　まず、社会学と心理学における集団の定義についてしらべる。社会学においては、group と social 
group は区別されていない。 （Oxford Dictionary of Sociology, 1998; The Penguin Dictionary of 
Sociology,1994）。Social group は社会集団と訳される。社会学の辞書では、society とは、価値や目標、
規範を共有する人間の集団として定義される。心理学の辞書の定義もほぼ同様であって、group は、カテゴ
リやクラスの概念とともに扱われる概念（つまり「集合」）としてまず定義されるが、次に社会集団として定義
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大きくならない（不利益が生じる可能性が少なくない）という理性の判断により、人は、ルールによって相互
の行動を制約して「社会」をつくり、自然状態にあるよりも平均的に大きな利益が得られることを期待するこ






　しかし、ここで重要なのは、ロックが彼の思想の根拠として第 2 章の「自然の状態について（Of the state 
of nature）」の中でフッカ （ーHooker, R.）を引用していることである。フッカーは、「自分と同じように他人を

































　一方、スミスは「国富論」の冒頭、「分業について（Of the Division of Labour）」において、労働の生産
力の最大の改良の大部分は、分業の結果であったように思われる、と述べ、ついで分業によって生産者自
身の必要を満たす以上に生産された生産物が、さまざまな業種の生産者間で交換されることによって、社
会全体が豊かになるという見解を述べている（Smith, 1776）。次いで第 2 章（Of the Principle which gives 














































　ダーウィンは「人間の由来（The Descent of Man, and Selection in Relation to Sex, 1874）（Chapter 






































































































































































































に対して、「危険なショック」と表示された 400 ボルトを上回る、最高 450 ボルトの（目盛りの）電気ショックを、
実験者に命じられるままに、与えた。
　ミルグラムによれば、この実験のきっかけは、ユダヤ人虐殺の罪で告発されたアイヒマンに対する、いわゆ



























































生存上重要な行動（食行動）を行った場合に特有に発火するニューロンである（Rizzolatti and Craighero, 
2004）。他者の行為の意味を理解する機能を果たしていると考えられている。ヒトにおいても、ブロカの中枢


























論（心の理論：theory of mind）が欠けているといわれる（Baron-Cohen, 1995）。この症状には、大脳側頭















注１）アダム・スミス（道徳感情論）Part 3, Chapter 2 “Of the love of Praise, and of that of Praiseworthiness; and 
of the dread of Blamer, and of that of Blameworthiness.” 中の “Nature, when she formed man for society,….” から
はじまる２センテンス。岩波文庫版では上巻 381 ページ。
注２）アダム・スミス（国富論）Book 1, Chapter 2 の第 2 パラグラフの中葉、 “It is not from the benevolence of the 
butcher” から始まる２センテンス。岩波文庫版では 39 ページ。
注３）アダム・スミス（国富論）直上のセンテンスに続く、“We address ourselves” から始まり第３パラグラフ前まで。岩
波文庫版では 39 ページ。
注４）ダーウィン 「人間の由来」 Part 1 “The descent or origin of man”，Chapter 4 “Comparison of the mental 
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powers of man and the lower animals – continued” 内の “MAN A SOCIAL ANIMAL” と題された項（ “Every one 
will admit that から始まり、” his own strong desires.” で終わる１パラグラフ）。
注５）デイビッド・ヒュームへの言及：原注 23 ('An Enquiry Concerning the Principles of Morals,' edit. of 1751, 
p. 132) "There seems a necessity for confessing that the happiness and misery of others are not spectacles 
altogether indifferent to us, but that the view of the former... communicates a secret joy; the appearance of the 
latter... throws a melancholy damp over the imagination." なお、1871 年の初版では、原注の番号は 19 である。
注６）日本乳業協会 人工栄養の歴史（http://www.nyukyou.jp/dairy/powdered/powdered05.html）（2013.11.25 閲覧）
注７）狩りによって肉食するサル（http: // www.foreignaffairsj.co.jp/ essay/ 200602/ Sapolsky.htm）（Web ページの
閲覧は 2013 年 10 月）
注 8）Wikipedia “AL333” The recovery of these 216 hominid specimens is unique in African paleoanthropology, 
since the close proximity of the different artifacts suggests that these were individuals who might have lived in 
a group or been part of the same family. この記述は、Johanson, D. (Lucy, thirty years later: an expanded view of 
Australopithecus afarensis. Journal of Anthropological Research, 60(4), 471-472, 2004 Winter) を引用して書かれて
いる。(http://en.wikipedia.org/wiki/AL_333) （Web ページの閲覧は 2013 年 10 月）
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